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新しいアイディアを開発し問題を解決していく過程を学習します  
 教育を取り巻く環境はますます複雑になっ
ていて，学習者も多様化しているので，混迷を
きわめた問題に直面することが多くなってい
ます．大学や研修所で学んだ内容がそのままで
役立つことは少ないでしょうが，学び方や問題
解決への考え方や態度が役立つことが多くあ
ります．したがって，この講座では，みなさん
が，様々な問題に当面した時のことを予想しな
がら，自分たちで新しいアイディアを出し，問
題を解決していく過程を学習します． 
 
知識創造のチームを組んでチャレンジする講座             
この講座では，教育技術についての知識を習得するだけが目的ではなく，学
校教育を全体として捉えること，さらに教育の技術や方法を自分で開発して
いくときの基礎となることを学びます．したがって，講座での説明を聞いて
理解するだけでは不十分で，みなさんがチームを組んで問題解決や新しい知
識を生み出すことを体験する講座になることを目指しています．チーム学習
では役割を分担し，さらに個人学習とチーム学習とを組み合わせた学習もし
ます．情報を集めたり，役割を分担したりして具体的に活動しながら学習し
ます．それが現実の生活であり仕事です．あなたの問題に他人が解決策を与
えてはくれませんから，あなた自身が解決していかなければならないのです． 
 
新しい知識はどのようなときに生まれるか           
新しい知識は恵まれた人にだけ生まれるも

のではありません．注意しておれば，あるいは
努力しておればフッと湧いてくるものです．大
切なことはそれに気づき，消えないうちに記録
して，組織的に新しい知識としてまとめていく
ことです．そのためには手帳やケータイのメモ
を利用して記録します．そのような思い付きを
まず集めることが大切です．そのあとで問題解
決に役立つようにまとめていきますが，そのと
きに自分ひとりでははっきりしたアイディア
にまで詰めていくことはなかなかできにくい
ものです．しかしチームで議論していると，しだいに明確な知識になります． 
 
 
チーム学習によって新しい知識を創造する           
この講座は，基本的にはチーム学習と個人学習との両面から進んでいきます．

新しいアイディアは最初のうちはぼんやりしていて，自分でもそれが新しい
ものなのか，あるいはすでに広く用いられているものなのかは不明です．し
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かし，自分で考えているうちに自分に納得できるものになっていきます．さ
らにそれをチームの人たちに示したときに他の人も納得して合意に達するよ
うなものであれば，かなり有望です．それを文章にまとめておきましょう．
このようなアイディアが報告書を書くときに役立ちます．報告書にまとめて
他人を説得できると，自分のアイディアを社会的に役立つものにすることが
できます． 
以上のような状況を図にすると右のように

なるでしょう．スタートしたときはまだ自分た
ちの考えが明確でないので，何をしていいのか
分からない．しかし，誰でも学校生活を経験し
てきていますから，漠然とはしていても何らか
の理想的な学校のイメージをもっているはず
です．このような問題意識から始まって，チー
ムで討議し，チームで発表することを目指して
まとめていきます．そのときに必要な情報を集
めたり，個人で調査したりします．さらに最近
ではほとんどの学校がホームページを公開し
ていますから，自分の母校だけでなく，さまざまな学校を訪問してみよう． 
 

学習成果を目指した学習                   
これまでの講座では，最終的な目標が示され

ないままで講義が進行し，最後に課題が出され

てレポートを書くというのが普通です．レポー

トは学習の目標として目指されるものではな

く，どれだけ頑張って勉強したかを評価するた

めに課されます．しかし，一般の研究や仕事で

は，最終成果がはっきりした形で進むのが普通

です．どのような論文を書くか，どのような製

品を開発するかなど目指すところは，最初はば

くぜんとしていても，しだいにはっきりしてき

ます．したがって，この講座でも期待されてい

る学習成果は明確です．それは将来の学校とそ

こでの学習指導の基本的な考え方をまとめて

他人を説得できるような報告書にすることで

す．いろいろな参考書や資料などを読んで，ど

のようにまとめればいいかを意識することが

大切です． 
最終報告書は，指導者に対する報告書ではあ

りません．自分たちが考えたこと，調べたことなどを活用しながら，自分の
考えをできるだけ明快に展開して，提案書を公開して他人からの評価を受け
ることを目指します． 
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